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要旨：前年度，織り実技教育における学生たちのっまずきの実態を明らかにし，取り組むべ
き四っの課題をあげた．本年度課題解決に向け，織りの原理を学ぶための「小さな織物の制作」
をはじめとし，新たなデザイン方法や糸量計算の教授方法にっいて検討し，導入した．また，
学生自らの記録による自作テキストの作成および，講評会の改善，個人面接の実施など，学生
たちのっまずきの解消を目指した．本稿はこれらの実施状況にっいて報告するものである．ま
た，学生たちが本年度の授業をどう受け止めたのか客観的に把握するため，授業に関する自由
筆記を中心としたアンケート調査を行った．また，前年度の学生たちのっまずきの実態と比較
するため，前年度実施のアンケート調査も合わせて行った．これらの調査結果から，学生たち
のつまずきが軽減されたことが分かり，本年度の授業改善に成果を認めることができた．
Key　words：織実技教育（hand　weaving　exercise　education），織物制作（texti］e　work），
自作テキスト（self－made　textbook）
はじめに
　前年度，学生たちの織りの制作工程に対す
る理解について，そのっまずきの実態を明ら
かにするためにアンケート調査および授業観
察を行った．ここで得た調査結果の分析を通
して，次の4っが今後の取り組むべき課題と
してあげられたi！
1．記録の工夫
2．テキストの作成
3．年間を通した授業展開の再構築
4．対話を含んだ集団による基礎内容の学習
　本報はこれらの課題に対する本年度の取り
組みについて報告するものである．
　この取り組みに入るにあたり，まず初めに
前年度問題となっていた糸量計算のっまずき
を再検証した．その結果，学生たちの織りに
対する基礎的理解の不十分さがその原因の大
半を占めているのではないかと推察された．
　そこで，この問題を改めてとらえ直し，織
りの基礎的理解の向上をはかるために，織り
の原理および糸量計算の教授方法に焦点をあ
てた授業内容の検討が必要であると考えた．
　これは織りの実技授業全体の根幹となるた
め，特に本年度の最優先課題として位置づけ，
取り組むこととした．
　っぎに，記録の工夫およびテキストの作成
にっいて，学生たちが自ら学ぶ学習体勢を築
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くための支援方法として導入することを試みた．
　また，対話を含んだ集団による基礎内容の
学習については，具体的な改善を試みるため，
その内容と導入時期にっいて検討した．
　これらの研究を進めるにあたり，これまでの
経緯を振り返り，以前から行ってきた学習内
容および，方法の問題点を再確認し，具体的
な改善策の検討を行い，導入，実施を試みた．
　この年間を通した取り組みが学生たちにとっ
て，効果と意味をもたらしたものであったの
か，その評価を客観的に把握するたあ本年度
の改善目標として4っの課題を明記し，後期
授業終了時にアンケート調査を行った．また，
この調査に伴い，前年度と本年度のっまずき
の実態を比較することを目的とし，前年度と
同じアンケート調査を行った．これらの結果
を総合的にとらえ，本年度の新しい授業内容
の導入について，その成果を検証することと
した．
年間を通した授業展開の再構築
　前年度の研究では，織物制作の様々な制作
工程（図1）の中でも，特に糸量計算につい
て多くの学生がつまずきを覚えたとする実態
制作の流れ 1．デザイン
2．糸量計算
3．糸の準備
4．染色
5．糸繰り
6．整経
7．仮筏通し
8．経巻き
9．綜統通し
10．箴通し
1L前付け
12．タイアップ
13．織り出し
14．織り
15．仕上げ
図1　織物の制作工程
が浮かび上がった．その改善策として，1年
時の基礎学習において，段階を追った授業内
容の再構築が課題であるとし，次の改善目標
がまとめられた．
［前年度改善目標］
・織物に慣れ親しむことから始まり，織りの
　経糸と緯糸の理解を進める
・機で織物を織る体験を行う
・経験をふまえ，実際に織物をデザインし，
　制作する
・課題や支援の導入時期について検討する
　これらの目標および，学生たちのっまずき
の実態を再確認し，授業展開の再構築実施に
向け具体的な授業内容の検討に入った．
1．学生たちのつまずきの実態
　前年度の研究の際に，学生たちに直接糸量
計算にっいてどう感じているのか，聞く機会
を持っことができた．その際に得た回答の中
で特に気になったのが，「計算に対する苦手
意識を感じている」，「織長，整経長など，織
物制作特有の専門用語にっいて理解しにくい」，
「経糸と緯糸の糸量計算を混同することがあ
り混乱をきたしている」，といったものであっ
た．このような回答からも，ただ単に学生た
ちは計算に対する苦手意識や理解不足だけを
原因として糸量計算につまずきをおぼえてい
るのではなく，それに関わる周辺理解の不十
分さが，その一因になっているのではないか
と推測された．
2．授業展開の再構築に向けての検討
　学生たちのっまずきの実態を振り返り，改
めて糸量計算の教授方法を見直す必要性を強
く感じた．しかしそれ以上に，織りの原理や
基本構造，織りの専門用語について，まず始
めに理解してもらうことが糸量計算のっまず
きの軽減にっながるのではないかと考えた．
　学生たちが織りの原理である「織物が経糸
と緯糸の交差によって成り立っ」ことにっい
て十分な理解が得られれば，経糸，緯糸の構
造や，その量にっいてイメージすることが容
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易となり，計算する際に何を求めているのか，
なぜ求めなければならないのかという目的を
実感することが可能になると考えた．
　そこで，本年度は前年度までに様々な形で
授業の導入部分に取り入れてきた，織りの原
理の学習について見直し，それをもとに，糸量
計算の教授方法にっいて検討することとした．
1）導入部分における学習内容
　ここ数年間，導入部分における織りの原理
を学ぶ方法として，細長く切った色画用紙を
糸に見立て，経緯に交差させることにより織
物のような平面を作成する方法を取り入れて
きた．
　しかし，前年度の研究を受け，学生のっま
ずきを改めて振り返ると，この素材選択およ
び学習方法では，実際の制作の素材となる糸
との間に学生たちが隔たりを感じ，実感を伴っ
た織りの原理に対する十分な理解に至るのは
難しいのではないかと推測された．
　そこで，本年度は学習の始めの段階におい
て，糸を素材とした小さな織物の制作2）（制
作例：図2）を表1の方法にしたがい，学習
することを設定した．
　これにより，具体的な糸の操作から小さい
ながらも実際の織物制作の体験が可能となり，
織りの原理についての理解が確かなものにな
ると期待した．
　また，その段階を経ることによって経糸と
緯糸の色の組み合わせ方にっいて，また，そ
の本数についても意識し，糸量計算をよりス
ムーズに行うことができるのではないかと考
えた．さらにこの理解は糸量計算だけではな
く，実際に機を使用した織物制作へ移る際に，
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表1　「小さな織物の制作」概要
素材と道具．
イラストボードなどの厚紙（縦15cm×横10cm，
竹ひご，毛糸針，接着剤
方法’
①厚紙の上下に1cmあたり4等分するようにし，カッターで切り込みを入れる．
②できた切り込みに糸を引っ掛けながら、経糸となる糸を厚紙に巻き付け，始めと終わりの糸を結び
　　固定する．
　　竹ひごで経糸を1本おきに拾う．（竹ひごは綜続と箴の役割を果たす）
　　毛糸針に緯糸となる糸を通し，竹ひごで拾った糸とは別の糸を1本おきに拾う．
　　竹ひごで押さえるようにして，④で通した緯糸を打ち込む．
　　竹ひごで拾ってできた経糸の間に緯糸を通す．
　　竹ひごで押さえるようにして⑥で通した緯糸を打ち込む．
　　④～⑦を繰り返し，緯糸を織り込んでいく．
　　織り終わったら厚紙の裏側で経糸を切り，でき上がった織物を外す．
　　上下の緯糸が解れないよう糸を接着剤でとめ，余分な経糸を切り揃える．
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糸の扱いや，織りの制作工程全体を把握する
ことの大きな助けとなると考えた，
2）デザイン方法と糸量計算
　糸量計算についてはこれまで経糸，緯糸な
どの用語とともに計算式3）を示し，解説を行っ
てきた．前年度までの糸量計算におけるっま
ずきは，デザイン画ができ上がった後，そこ
から必要な糸量を求める際に自覚されること
が多かった．これを受け，教員が学生一人一
人に対し，各自のデザイン画をもとに糸量計
算の解説を繰り返し行い指導に当たってきた
経緯がある．
　本年度，焦点となる糸量計算の教授方法の
検討について各自のデザインと照らし合わせ，
必要となる糸量を簡略化して求める方法を導
入することで，学生たちの計算に対する基本
的理解を得られるのではないかと考え，その
方法を吟味することにした．
　その際に，新たな問題として浮かび上がっ
てきたのが，前年度まで行われていたデザイ
ン方法のあり方であった．
　これまでの方法は，方眼紙に実物大のパター
ンを描くことを主としたものであり，前年度
のアンケート調査を見る限りでは，この制作
工程でっまずいたとした学生は少なく，教員
側も大きな問題としてとらえる必要を感じて
いなかった．
　しかし，糸量計算を行う際に，学生たちが
描くデザイン画をもとに計算を導き出してい
る過程を考慮すると，デザイン方法および，デ
ザイン画のあり方，それに対する理解にっい
て問題があり，それが糸量計算の理解の妨げ
にっながっているのではないかと推察された．
　今まで描かれてきたデザイン画の多くは紙
に彩色され，平面的に表現されたものがほと
んどであった．学生たちはこの平面的に描か
れたデザイン画から実際の織物をイメージす
ることが果たしてどの程度できていたのだろ
うか，また，これから自分が織る織物に対し，
どの程度実感を持ってデザイン画を描くこと
ができていたのだろうかと疑問を覚えた．
　そこで，今まで当たり前のように行ってき
たこれまでのデザイン方法にっいて新たに問
題点をあげ，デザインおよび糸量計算の具体
的な改善方法について研究を進めた．
3）これまでのデザイン方法に関する問題点
　先にも述べたように，これまで行ってきた
デザイン方法およびデザイン画は，平面表現
が主であり，色彩やパターンを中心に展開さ
れたものが多く見られた．デザインする際の
学生たちの関心は，どんなものが織りたいの
か，どんな布が欲しいのか，といったイメー
ジに関するものが強く，素材および構造への
関心はそれに比べると弱いものであった．
　作品を制作する際に，こういったイメージ
が制作意欲を高め，良い作品を作り出す原動
力にもなるのだが，これまでの日常の中で，
作品制作にたずさわることが少なかった学生
たちがいきなり「デザインする」場面に向き
合うと，イメージすることだけに留まり，そ
れを形にする，または，意識してものを作る
段階に至るのは難しいのではないかと考えた．
　このようなことから，学生たちはイメージ
を表すこととデザインすることを同様にとら
えていることが窺え，その混同が，デザイン
画を実際の素材である糸に置き換える糸量計
算の段階で，つまずきの原因として浮かび上
がってくるのではないかと推察された．
　これは，導入部分における織りの原理を学
ぶ方法にもっながる問題であり，学生に対し，
実際の素材との隔たりを喚起させるような指
導および素材選択をすることがないよう，教
員側の配慮が必要であることがここで確認さ
れた．
4）新たなデザイン方法および糸量計算の導入
　そこで本年度は，デザイン画を描く前段階
として，前期授業に使用する糸を用い，配色
およびパターンを計画するデザイン方法の導
入を考え，次の①～②の通り具体案を導いた．
　また，糸量計算にっいてはその方法の基礎
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的理解が可能となる項目を精選し，簡略化を
はかった上で導入することとし，次の③を具
体案とした．
　これらの案を授業の再構築の改善策として
新たに授業に導入することによって，「小さ
な織物」の制作を通して得るであろう体験を
学生自身の中で徐々に発展させ，学生たちが
段階的にデザイン活動を進めることを望んだ．
①糸を素材とした配色およびパターンの検討
　ケント紙などに糸を経緯に巻き，配色とパ
ターンを検討する．先の小さな織物制作の体
験をふまえ，糸を織り込まず直接紙に巻き，
糸の並びや重なりの状態から配色の手がかり
を得るデザイン方法を新たに設定することと
した．
②原寸大のデザイン画作成
　①の段階で検討された配色とパターンをも
とに，実際に制作する織物の原寸大の幅に合
わせ，展開し，デザイン画を描くこととした．
　この際，デザイン画を紙の上に描くにあた
り，より立体的に織物のデザインを認識する
方法がないかと思案した．そこで，透過性を
持っトレーシングペーパーを用い，緯糸部分
を色鉛筆や透明感のあるマーカーで彩色し，
それを糸の帯として見立て，別紙に彩色され
た経糸部分のデザイン画と組み合わせ，デザ
イン画を立体的に描く方法を考え，導入する
こととした．
　このように彩色する画材と描画の工夫によっ
ては，実際の素材である糸を使用することな
く，織物特有の構造である「経と緯」を表す
ことも可能であり，「織物は経糸と緯糸の交
差によって成り立っ」という認識を体に刻み
ながらデザインを展開することができると考
えた．
③糸量計算
　デザインと糸量計算の関係を明らかにし，
学生たちが理解するため，デザインプロセス
の最終段階として，糸量計算を位置づけるこ
とにした．
　糸量計算を簡略化して導入する方法にっい
ては，予め織物制作に必要な経糸と緯糸の量
を示すことで全体の糸量を把握し，そこから
各自のパターンに使用する色ごとの割合（％）
をデザイン画から割り出し，全体の糸量にそ
れぞれの割合を掛け合わせ，各色の糸量を求
める方法を考えた．全体として必要な糸量を
部分へ配分するというこの方法は，本来の計算
方法を織物の構造に合わせて分解し，教授す
ることで，学生たちの糸量計算の理解を進め，
っまずきを軽減することを目標にしている．
　っぎに，実際の制作工程で糸量計算に関わ
る項目として，織幅，織長，経密度，整経本
数，整経長，緯密度を取り上げ，それぞれの
意味とその値を求める計算にっいて解説する
ことに重点をおき，総合的に糸量計算の理解
が得られることを目指した．
5）平成15年度織工房1・Hのカリキュラム
　これまでの研究および検討結果を経て，本
年度の授業に新たな授業内容を導入し，実施
することを計画した．そこで，本年度の授業
進行および課題内容を表2，3にまとめ，本
年度の授業目標を次の通り設定した．
［授業目標］
織工房1
・経糸と緯糸の交差から成る織りの原理にっ
　いて学ぶ．
・高機による織物制作を体験し，制作工程と
　織りの要素（テクスチャー，色彩，パター
　ンなど）にっいて学ぶ．
織工房ll
・前期授業をふまえ，各自の色感をデザイン
　に生かし，マフラーを制作する．
・配色と織組織の効果的な組み合わせを追及
　する．
3．実　　施
1）導入部分における「小さな織物制作」
　実際の制作現場では，集中して作業に取り
組む学生たちの姿を見受けることができた．
当初，緯糸を通し竹ひごでそれを打ち込むと
一171一
青木・塚本：女子短大生における織実技教育について
表2　織工房1　授業進行および課題内容
課題概要 内容・技法など 素材・道具
1
オリエンテーション
ｬさな織物の制作
厚紙に経糸を張り，そこに緯糸を織り込み，織
ｨを制作する
Dりの体験を通して，織物の原理を学ぶ
厚紙，綿糸，定規，カッ
^ー，はさみ，竹ひご，
ﾑ糸針，接着剤
2 小さな織物の制作 講評会 イラストボード
3 デザイン
4 デザイン
?ﾊ計算
綿糸5／2，ケント紙，方
瘤?Cトレーシングペー
pー，定規，マーカー，色
舶M，カッター，はさみ
5
高機を用いた織物制作
E整経長3．5m
E織　長2．6n1
E織　幅40cm
E使用箴50羽／10cm
@　　　1本引き込み
E経密度5本／1cm
E緯密度5本／1cm
E色　数2～4色
E織組織平織り
E使用機ジャッキ式
糸の準備
鮪?ﾌ染色（染色1の授業内に染料計算，染色）
綿糸5／2
ｽ応性染料
6 糸繰り
7 整　経
8 仮箴通し，経巻き準備
9 経巻き，綜統通し
10 箴通し，前付け
11 タイアップ，織り出し
12 織　り
13 織　り
14
織り，仕上げ
ｧ作終了者から織工房H課題・サンプル織りの
ｮ経に入る．
15 講評会 コメントシート
いう一連の操作に戸惑う姿も見られたが，す
ぐに操作に慣れ，手と糸の関係をスムーズに
結べていたようであった．また，経糸を準備
した際に，何色かの緯糸を経糸の上に置き，
すでにこの段階で経糸と緯糸の組み合わせを
検討する学生の姿が見られた．この初めての
織物体験に対し，学生たちは一本一本糸が上
下に交差され，徐々に織物ができ上がってい
く様を目の当たりにし，その過程に引き込ま
れていたようであった．
　この制作方法によると，簡単な道具の操作
にも関わらず，しなやかな織物の断片ができ
上がるため，学生たちは織り上がるたびに驚
きと喜びの混じった表情をしていた．このよ
うに驚きを喚起する織物制作を授業初期段階
の導入部分に取り入れたことで，学生たちに
これからの制作を支える基礎作りの場面を設
定することができたのではないか，と学生た
ちの反応を受け，改善の効果を実感すること
ができた．
　小さな織物の制作は，一人3枚程度の制作
予定で進められた．第一作目は単色で構成さ
れた経糸が，二作目，三作目となると，多色
使いになり，一本交互で色糸を入れる，緯糸
との組み合わせでチェックパターンを構成す
るなど，各自の織りに対する興味が自発的に
展開されていたようであった．その制作過程
において，学生らは互いに触発され，他の人
とは違ったものを作りたい，私らしさを出し
たいと，制作への意欲が芽生えていたようで
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表3　織工房H　授業進行および課題内容
課題概要 内容・技法など 素材・道具
学外実習 京都川島テキスタイルスクー
汲ﾉおいて織りの実技実習を
sう
紺織りの技法を学ぶ
1
整　経
oっぎ
綿糸5／2
ﾈ糸10／4など
サンプル織り
E整経長1m
E織　長80cm
E織　幅20c皿
E使用箴50羽／10cm
E色　数多色
E色糸効果1本2本交互など
E織組織綾織り，
@　　　斜子織りなど
E使用機ジャッキ式
織　り
織　り
ﾜとめ
4 デザイン
?ﾊ計算
ウールシルク2／8
5 糸の準備
?Fにっいて
酸性染料
6
マフラーの制作
E整経長2．5m
E織　長1．6m
E織　幅30cm
E使用箴50羽／10cm
@　　　1本引き込み
E経密度5本／1cm
E緯密度4本／1cm
E色　数2～4色
E織組織綾織りなど
E使用機ジャッキ式
糸の染色
7 糸繰り，整経
8 仮籏通し，経巻き
9 箴通し，前付け，タイアップ
10 織り出し，織り
11 織　り
12
13
仕上げ
ｧ作終了者から二作目のマフラー制作に
?骭
oっぎの後，織り出し
ﾂ人面接
u評会
14
15 コメントシート
あった．
　学習のまとめとしてでき上がった織物をイ
ラストボードに貼り，経糸，緯糸それぞれの
色，本数，試してみたかったことなど，制作
テーマを織物の横に記入させた．その後，講
評会の形式をとり，各自の考えや発見につい
て発表し，制作された織物に対するコメント
をボードにお互いに記入するなど相互評価を
行った．このまとめにより，経糸，緯糸とい
う織りのキーワードを定着させることができ，
各自の学習の成果を確認することができた．
2）新たなデザイン方法および糸量計算
　デザイン方法として本年度から取り入れた
実際の糸を使用した配色とパターンの検討で
は，先の小さな織物制作の体験が生かされ，
スムーズに手を動かす学生の様子が窺えた．
織物の基本となる「糸」を実際に組み合わせ
ていくことで，今まで織物のデザインを行っ
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図3　配色とパターンの計画
たことのない学生たちにとって，理解でき，
イメージしやすい方法であったと思われた，
この時作成されたものを参考例として図3に
示す．
　っぎに原寸大のデザイン画を描いたのだが，
本年度はチェックパターンを取り入れる学生
が多く見られた．この際，前述の通り，トレー
シングペーパーを緯糸と見立て，彩色し，経
糸として描いたデザイン画の上に重ね合わせ
混色を予想した．この工夫により，実際の織
物上の経糸と緯糸による混色に近い状態を再
現することができ，学生たちは作りたい織物
のイメージをより確かなものにすることがで
きたようであった．
　ただし，糸によるパターンの計画が小さな
サイズで行われた場合，そのパターンを大き
な織物に展開すると，意外にもこぢんまりと
した印象に収まってしまうことがある．小さ
なものを大きなものへと展開していく場合の
難しさがここにあり，パターンの大きさと全
体とのバランスを考慮する必要があることが
考えられた．
　具体的な操作から得られた配色の面白さや
美しさの発見を，いかにデザインに投下し，
発展させていくかがここで課題となり，より
良いものを見極める力が必要となる．その際
に，学生一人一人との関わりを通した教員の
支援が重要になってくるのではないかと考え
られた．
　デザインの最終段階での糸量計算において
は，全体量から割合によって求める計算方法
が日常的なものとして認識されているためか，
あまり混乱は見られなかった．
　糸の本数にっいては個々のデザインに合わ
せて確認を行い，その数値をデザイン画に記
入するよう指示した．整経本数，整経長，経
密度および緯密度にっいては先の小さな織物
制作が具体的な体験として，理解の助けとなっ
ていたようだった．
　これまでの傾向として，指示されたからそ
の通りにやった，という受動的な学生の姿が
見られ，なぜ糸量計算が必要なのか理解され
ていないのではないかと危倶していた．それ
が今回，糸量計算を簡略化し，必要な糸量を
初めに示す新たな教授方法の導入によって，
その本質を学生たちが実感し，理解すること
ができたのではないだろうかと考えた，
記録の工夫とテキストの作成
　前年度行ったアンケート調査の結果，織り
の作業を進める際に，学生たちはテキストとな
る配布資料および自ら記録したノートを見返す
ことが少ないという事実が明らかになった．さ
らに，作業中にっまずきや疑問が発生した場
合も，そういった資料に頼ることなく，直接
教員または友人に解決方法を聞くといった行
動をとっていることも明らかになっていた．
　前年度すでにこの実態をふまえ，自主的に
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問題に取り組む姿勢を喚起させるため，それ
ら配布資料および記録方法の検討を今後の課
題として取りあげ，その改善策として，学生
本人が自ら記録し，集積した資料をテキスト
とすることを提言した．
　そこで，本年度は今まで行ってきた内容を
見直し，学生たちが記録することを通して自
らのテキストを作成する方法にっいて，その
効果と具体案を検討し，実施を試みた．
1．今までの経緯
　前年度までテキストとして織物制作の工程
と作業内容にっいて種々の資料を配布し，そ
れを補足するため，教員は口頭および板書に
よる説明を行ってきた．また，積極的にデモ
ンストレーションを導入し，作業方法の定着
をはかった．
　指導にあたり，教員は作業上の技術的ポイ
ントについて次回作業時に忘れることがない
よう学生に記録することを促したが，指示を
受け取る学生側の反応は様々で，記録する者，
しない者が見られた．記録した場合も，内容
や程度に差があり，特に口頭およびデモンス
トレーションによる説明のように，文字とし
て表記されないものにっいて大きな差が見ら
れた4！
　また，配布資料にっいても，忘れてきた，
紛失したと言って，授業時に手元に用意され
ないまま作業を進め，分からないことがあれ
ば友人の資料を借用する，または教員に資料
の配布を再度求めるといった学生が年間の授
業を通し見受けられた．
　実際制作の進行に合わせてたびたび資料
が配布されることから，それらの紛失を招き
やすい状況となっていた．これに配慮し，資
料をデザイン画と一緒に貼り込めるスケッチ
ブックを配布したこともあったが，大きい，
かさばるといったサイズと使用感に学生たち
は問題を感じていたようだった．そこで前年
度はノートおよび配布資料を一括して収納で
きるファイルを配布した．
　こうした経緯を改めて見直すと，教員の説
明が板書や口頭，さらにデモンストレーショ
ンと様々な方式で行われたため，学生たちが
それらを受けた際，記録すべき内容を瞬時に
判断することが難しかったのではないかと考
えられた．また，人によっては，せっかく残
した記録も，方法や内容に統一感を持たせる
ことがうまくいかず，作業時に見直しても作
業上の助けとなり得るものとして精度を高あ
ることができなかったのではないかと推察さ
れたS！
　テキストとして配布される資料については，
他の説明と重複することなくその内容を精選
し，「これは何が書かれているのか」「なぜ必
要なのか」ということを明確にする教員の配
慮が必要であったことも反省点としてあげら
れた．
　また，テキストおよび記録方法の様式を統
一し，記録内容を整理して提示することが重
要であることが明らかになった．
2．自作テキスト作成の効果
　自らの手で作業上のガイドとなるテキスト
を作成することにより，自然と学びに対する
自覚が芽生え，理解が深まるのではないかと
考えた．また，学生の授業参加体制を資料配
布と教員の説明を受けるだけの「受動型」か
ら，自らの手でそれらを記録し，自分自身の
テキストを作成することによって「自発型」
へと変化させ，それと共に学生たちの学習意
欲の高まりを期待した．この自分自身で授業
内容を記録することによって作成するテキス
トを「自作テキスト」とし，本年度授業内で
実施することを計画した．
3．自作テキストの実施に向けて
　記録の工夫とテキスト作成について前年度
改善目標としてあげた項目を再確認し，自作
テキストの実施に向け，具体案を検討した．
［前年度改善目標］
　記録の工夫にっいて
・織物制作の工程を大きな流れとしてとらえ
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　ることができるもの
・学生本人が今どの地点で作業しているのか
　明確に把握できるもの
・でき上がりまでに後どのくらいの工程が残
　されているのか見通すことができるもの
　テキストの作成について
・織物特有の用語と作業のポイントについて
　分かりやすく解説されたもの
・っまずきを感じたときに自主的に解決でき
　るような支援内容を持っもの
・制作意欲の高い学生にとって刺激となる内
　容を含むもの
　これらの目標をふまえ，自作テキストの作
成にっいて次の1）～5）の検討項目を設定し，
実施に向けて方法を探った．
［検討項目］
　1）記録用紙の素材とサイズ
　2）記録する内容と補足資料の精選
　3）授業における記録および自作テキスト
　　作成の時間的位置づけ
　4）記録用紙のファイリング方法
　5）記録用紙と配布資料の収納方法
1）記録用紙の素材とサイズ
　記録用紙の素材についてまず考えなければ
ないのが，その耐久性である．前期中に教員
から制作工程の説明を受け，それを記録する
ことで学生たちは自作テキストを作り上げる
ことになるが，それは実際にテキストとして
1年間，さらに2年時に織りの授業を履修す
れば2年間使用されることになる．そうなる
と長期使用の条件に適う耐久性が必要となっ
てくる．薄いコピー用紙やレポート用紙では
その役目を果たすことは難しい．そこで，数
年の使用に耐え，なおかっ筆記しやすい質感
の用紙を選択することが重要であると感じた，
　また，学生たちが自由に書き込むことがで
き，図の挿入が容易であることも必要な要素
であると考え，罫線のない白い用紙を選択す
ることにした．
　さらに，織物の制作工程を一工程ごとに区
切り，それぞれを一ページにまとめることが
記録のしやすさと，見やすさにっながると考
えた．
　このような条件を満たす用紙として，ケン
ト紙および画用紙の二紙を候補にあげた．
　ケント紙は表面が固く，滑らかであり，ポ
スターカラーなどの発色が良い．そのため，
デザイン画を描く紙として好まれ使用されて
いる．しかし，今回学生たちが制作工程を記
録するにあたり，使用する筆記用具の種類に
よっては，書きにくいものがあ肴のではない
かと予想した．実際に筆記用具の中にはイン
クが乾きにくく紙面を汚すおそれがあるもの
もあり，また，鉛筆などはケント紙の表面を
滑って筆記しにくいという性質も認められた．
　一方，画用紙にっいては，表面がケント紙
に比べ凹凸があり，柔らかく，インクの吸収
にも優れている．画用紙は，用具を特に選ば
ず，記録しやすい用紙であると考えた．そこ
で，画用紙を記録用紙として選定することと
した．
　サイズについては，学生たちが他の授業で
使用しているノートやファイルと同じサイズ
のものを選ぶのが良いと考えた．それらの一
般的サイズはA4またはB　5サイズであり，
持ち運びやすく，扱いやすい．ただし，工程
ごとに，それぞれを一ページにまとめること
を考えると，複雑な作業の場合には，書き込
む紙面に十分なスペースが必要となる．その
点を考慮すると，A4サイズが適当であると
考えられ，記録用紙をA4サイズに決定した．
2）記録内容と補足資料の精選
　記録する内容は下記の①～⑤とした．
　①　工程の名称
　②作業内容の概略
　③　使用道具
　④　手　　順
　⑤　作業上のポイント
　A4サイズの記録用紙にこれら①～⑤をレ
イアウトし，各工程共通のフォーマットとし
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た．ただし，制作工程の始めの段階に位置つ
く「デザイン」，「糸量計算」，「染色」の工程に
っいては，特に詳しい解説が必要であると感
じ，この形式を用いた記録だけでは不十分で
はないかと考えた．
　そこで，これらに関しては，資料となるプ
リントを別に配布し，学習の後，重要な項目
について一枚の記録カードとして改めてまと
めることにした．
　また，記録の工夫にっいて前年度に改善目
標としてあげた「どの工程まで制作が進み，
後，どのくらいの工程が残されているのかを
見通すことができるもの」を実現するために，
制作全体の流れ，各工程の名称，および概略
を自作テキストとなる記録用紙の冒頭に位置
づけた．表4のように全体を構成し，補足資
料として，次の①～③の資料を用意した．
　①織物のデザイン・糸量計算にっいて
　②染色にっいて
　③織りの道具について
　③については道具の図と照らし合わせ，そ
の名称と用途を書き込むことができる冊子を
作成し，別に配布することとした．
3）授業における記録および自作テキスト作
　成の時間的位置づけ
　従来から新たな工程に移る際には，教員に
よる説明やデモンストレーションが行われて
いた．そこで，その時間を説明および記録の
時間として設定するのが授業の進行上，合理
的であると考えた．
　まず，それぞれの工程に入る段階ごとに教
員が前述した記録内容①～⑤について，ホワ
イトボードに板書し，説明を加える．それを
学生が記録し，自作テキストを作成する．一
旦記録した内容を再度確認し，実際の作業に
移る．このような流れを授業構成の基本とし
た，
　また，説明時にはその日の授業内において
どの作業工程まで進めることが望ましいのか，
作業上のポイントと合わせて確認し，説明す
表4　自作テキストの構成内容
ページ 内　　　　容
1 織物制作の工程概要
iデザインから仮箴通しまで）
2 織物制作の工程概要
i経巻きから仕上げまで）
3 1．デザイン　　2．糸量計算
R．糸の準備　　4．染　色
4 5．糸繰り
5 6．整　　経
6 7．仮箴通し
7 8．経巻き
8 9．綜統通し
9 10．箴通し
10 11．前付け
11 12．タイアップ
12 13．織り出し
13 14．織　　り
14 15．仕上げ
ることとした．これにより，授業中の到達目
標と作業の区切りつけが明確となり，学生の
集中力と意識の持続がはかられるのではない
かと考えた．また，作業の内容によっては，
一っの工程に留まらず，二っの工程を続けて
示し，全体的な作業の流れをとらえやすくす
るなど，常に学生の進行状況を見ながらの柔
軟な対応を心がけることにした．
　これらを本年度の授業形態の基本とし，
「説明を受ける，記録する，作業に移る」の
一連の過程を学生たちが交互に積み重ねるこ
とによって，制作工程全体を一っの流れとし
て理解できるようにすることを目標とした，
4）記録用紙のファイリング方法
　記録用紙をテキストの形に仕上げるために，
これらを制作工程順に並べ，テープによって
貼り合わせ，蛇腹状に畳んでいくファイリン
グの方法を考えた．
　この方法で全制作工程の記録を貼り合わせ
ることにより，長い帯状のテキストを作り上
げることができる．普段は蛇腹状に折り畳み，
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必要な工程のページのみをコンパクトに確認
することができるが，その作業の前後の流れ
について把握する必要がある場合は，長く広
げて容易に確認するこができる．形態として
面白く，使用目的にも合致したものであると
考えた．また，この形態は織り進められるこ
とによって構成されていく長い織物のイメー
ジに通じる部分があると思われた．前期課題
制作の最終段階では，実際の織物と共にこの
自らの手によって作られたテキストができ上
がるという楽しみを含ませてみたいと思った．
　このファイリング方法により，制作が進む
につれ記録用紙は徐々に厚みを増し，制作工
程の道のりを量的に示すことができる．学生
たちはそれを手にする度に，触感的にも「こ
こまできた」という学習の手応えを感じるこ
とができるのではないかと考えた．
5）記録用紙と配布資料の収納方法
　自作テキストおよび配布資料などを同サイ
ズのファイルケースに収納し，一貫性を持た
せることを考えた．まとまりにも優れ，新た
に必要なものを加えていく際に，多少資料形
態が異なっていたとしても，収納される場所
が統一される，このような方法をとることに
より，テキストと資料の相互関係を学生たち
に意識付けようと考えた．
4．実　　施
　機を使用する織物制作に入る初回授業時か
ら記録用紙を配布し，記録およびテキスト作
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図4　自作テキスト
成を実施した6！学生たちには実施目的にっ
いて説明し，ファイリング方法および収納方
法にっいても合わせて指導した．
当初，学生たちは記録用紙として画用紙を
配布された瞬間，事前にこの用紙を使って記
録することにっいての説明を受けていたにも
関わらず，戸惑った顔をしていた．目の前に
罫線の入っていない画用紙が実際に配布され
ると，これからどうやって記録していけば良
いのだろうか，といった漠然とした不安を抱
えたようであった．
　しかし，視覚的に整理された授業内容を教
員が板書によって説明し始めると，学生たち
の戸惑いが和らぎ，スムーズに記録する体勢
に移ることができた．
　記録は，文章によるものが中心であったが，
それだけに終始することなく，内容によって
は図で示す，資料を配布しそれを直接記録用
紙に貼り込む，といった視覚素材を取り入れ，
分かりやすさを追求した7！このように記録
し，貼り合わせ完成した自作テキストを図4
に参考例として示す，
　記録する対象として設定した制作工程は15
工程にわたり，最終的にでき上がったテキス
トの総ページ数は冒頭の制作の工程概要を加
え，14ページになった8］さらに，その他に
分かりにくい，定着しにくいと考えた「デザ
イン，糸量計算，糸の準備，染色」の四工程
にっいては，別に記録用紙および補足資料を
配布し，まとめた．
　学生たちの会話や取り組みを観察している
と，作業と記録の繰り返しによって作業工程
および織りの用語などの定着がはかられてい
るといった実感は確かなものとなっていった
が，反面，記録内容の多さから記録に対する
慣れが生じ，新たな工程に移る際には，「ま
た書くのか」といった消極的な反応が見られ
るようになってきた．
　このことから，記録内容の多さは記録を強
いられているといった学生の感情や，意欲の
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低下につながる傾向もあり得ると推測された．
　しかしその一方で，作業の合間に記録用紙
を眺めている，また，余白に好きなイラスト
を描き込む姿なども見られ，徐々にでき上が
るテキストに対し，愛着が湧いている様子が
見受けられた．
　授業が進むにっれ，個人の作業速度に差が
見られるようになってきた．作業の遅れが目
立っ学生が不安を感じ，教員の指導を直接仰
ぎにくるのではないかと予想されたが，実際
には直接指導を仰ぐよりも自作のテキストを
参考にする姿が見られた．
　こういった側面から，この記録および自作
テキストの作成が，学生たちの作業に対する
っまずきを軽減し，支援していたのではない
かと考えた．
　織りの工程に入った段階で，道具の名称と
用途に関する書き込み式の冊子を補足資料と
して配布した．その際には，学生たちがそれ
らにっいてその場で話題にし，口頭で説明を
していた姿も見られ，織りの用語について定
着がはかられていることが窺えた．
対話を含んだ集団による基礎内容の学習
　前年度の研究では，対話を含んだ集団によ
る基礎内容の学習の見直しが必要とされ，次
の通りまとめられた．
［前年度改善目標］
・個人の意識や考えを反映でき，手応えを感
　じられる学習体験のあり方を探る
・集団による学習環境であっても，教員と学
　生の対話から，お互いに影響しあい，その
　先を方向付けるような学習システムの模索
　とその確立を試みる
　前年度の研究の中で，10名以上の集団を単
位として授業を行う中で，個人の様子や意識
が見えにくく，また一方で，教員の関心も足
りなかったのではなかったのか，といった反
省からこの課題が導き出された．
　しかし，本年度は履修生が6名と，前年度
に比べ半数に満たないことが四月当初判明し
た．これにより，前年度に苦慮された課題は
本年度には直接該当しないことになるのだが，
人数の減少により指導に余裕ができることが
予想され，学生とどう関わっていったら良い
のか，教員にとって新たな課題が浮上した．
　これまでも教育上の効果を考えた結果，授
業時間を保証した上で他の実技授業と授業時
間を相互に組み替え，授業中の指導人数を半
数にし，少人数指導を行ってきた経緯がある．
そのため，少人数指導にっいてその効果を認
めているが，一方，マイナス面があることも
把握していた．
　それは以前，少人数ということから学生相
互に馴れ合いが生じ，全体の学習意欲の低下
にっながったことに見られていた．また，教
員は指導に時間的余裕が出ることから，学生
がつまずいている際に過剰な支援を行ってし
まうこともあり，それがかえって学生の自主
性を損なうことにっながるケースもあった．
これは後に，2年時にカリキュラムとして位
置づけられている卒業制作の際に，何を作り
たいのか，それをどう作れば良いのか，また，
どう見せるのか，といった制作に対する一連
のイメージを持っことが困難となっていた学
生の姿からも窺えたことである．
　これら，少人数における指導上の問題をふ
まえた上で，教員と学生の対話を重視し，学
生相互に刺激し合い，響き合うことで全体の
意識を高められる9）よう，今後の指導を検討
することとした．
　また，技術習得に関する個別指導と共に，
学生本人が自分の考えや好みなど自分の内に
ある制作に対する意識と向き合い，確認する
機会の設定も指導上重要であると考えた．そ
の具体的な方法として，各課題の作品完成時
に行う講評会の運営方法にっいて見直し，1
年終了時における個人面接を計画し，その内
容を検討した．
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1．講評会の運営
　これまでも各課題の終了時には講評会を行っ
てきているが，そのスタイルは一般的な講評
会を踏襲したものであり，一人一人が制作し
た作品と共に，テーマや感想など口頭発表す
るものであった．普段の授業では自由に会話
が飛び交う学生たちであっても，その場にな
ると，息を潜め，学生相互に感想や意見が交
換されることがあまりなく，発表者の発言を
聞くことに終始する講評会が常であった．
　講評会の目的は，単に教員が一方的に学生
の作品を評価し，コメントすることではない．
むしろ，学生本人が自己の制作を振り返り，
言葉による説明を通して作品を客観視できる
機会を持っことにある．それは自己評価およ
び自己認識にもっながり，次の制作に新たな
方向と課題をもたらす重要な場となる．さらに，
作品を囲んで鑑賞することで，制作に関わる
専門的な対話がより深められることになる．
　そこで，本年度は，講評会の際に，学生た
ちの意見や感想の交換を行うための手立てと
して，学生たちの発表を受け，各自が得た意
見と感想を所定の用紙に記入し，それを発表
者に学生からの評価として渡すことを考えた．
この記入用紙を「コメントシート」とし，講
評会の運営基盤とした．
　このコメントシートは，前期授業の「小さ
な織物の制作」のまとめと講評会を行った際
に，実験的に取り入れたものである．その時
の学生たちの様子を受け，相互評価の手立て
として効果を感じ，正式に導入するに至った，
2．個人面接
　現在の制作および来年度の制作にっいて，
学生本人と教員が確認することを目的として
後期終了時において個人面接を設定した．そ
の際の資料として，前期終了時の感想文，後
期課題の作品および自作テキストを用いるこ
ととし，次の①～④を主な質問項目とした．
①　現在制作しているマフラーの制作テーマ
②今後の制作工程と作業の確認
③織りの学習をふりかえった感想
④二年時の科目履修および卒業制作の方向
　　性にっいて
3．実　　施
D講評会
　前期，高機を用いた織物制作の終了時にコ
メントシートを用いた講評会を実施した．講
評会は全体的にリラックスした雰囲気で行わ
れ，学生たちはそれぞれの制作を振り返り，
自作テキストに記入された制作テーマやデザ
インにっいて，また，制作の過程について発
表することができた．その様子を図5に示す．
　学生たちのコメントでは，デザインや配色
から受けるイメージに関した内容の他，織り
の正確さや丁寧さにっいても触れられていた．
また「○○さんらしい」といった表現が記さ
れ，学生たちそれぞれが，作者の制作に対す
る意識や表現を認め合い，評価する姿勢が窺
えた．
2）個人面接
　前述した①～④の質問項日をもとに，所要
時間15分を目安に教員2名が面接にあたった．
　制作テーマやイメージに関わる具体的な要
素となっている配色や織りの組織，打ち込み
の強弱などについて確認すると共に，面接を
通して浮かび上がってきた制作に関わるキー
ワードを教員が記録し，学生たちにその場で
示すことで，学生たちが客観的に現状を把握
することができるよう支援した．
：
．r最こ
図5　前期講評会
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　このように，具体的な資料や言葉を介在さ
せ，面接を進めることにより，対話のテーマ
が明確となり，学生たちはこれまでの織りの
学習を反努し，自己認識を新たにすることが
できたのではないかと考えた．
アンケート調査の実施
1．目　　的
　前期授業において前年度あげられた課題を
もとに対策案を検討し，新たな教授方法およ
び授業展開を試みた．この実施過程において，
学生たちの反応や学びの実態について，年間
を通して観察してきた．授業終了に合わせ，
本年度改善目標をもとに展開された授業を，
学生一人一人がどのように受け止めたのか，
また，前年度の織りの作業工程時に見られた
っまずきを本年度のカリキュラム実施で解消
することができたのか，その実態を把握し，
実施の成果について検証するため，アンケー
ト調査を行った．
　本年度の授業履修生は6名と少なく，前年
度と比較することが難しい面もあると考えら
れたが，本年度の学生たちのっまずきを明ら
かにし，前年度の傾向と比較することも今後
の指導を考える上で重要であると考えた．そ
こで，アンケートは本年度の授業にっいて記
述回答を主にした①織り授業に関するアンケー
ト，前年度と同じ内容の②織りの作業工程に
関するアンケート，③織りの工程：マフラー
制作におけるアンケートの三種を用意した．
2．方　　法
　①のアンケートにっいては，本年度改善目
標とした4っの課題を明記し，それにもとづ
き行った授業にっいて，学生たちの反応およ
び実態を把握し，本年度の授業について検証
する．
　調査対象となる学生数が少ないことから，
学生一人一人の回答を得ることが本年度の授
業改善への取り組みの評価にっながると考え，
記述形式を中心としたアンケートを作成し，
実施した．
　②，③のアンケートについては前年度と同
じものを用いた，O！
3．対　　象
　織工房II履修生6名．
　アンケート用紙は2004年2月2日に配布し，
2月9日に回収した．回収率は100％であっ
た．
結果および考察
1．織授業に関するアンケート
　アンケートは本年度の改善目標である，1）
記録の工夫・テキスト作成にっいて，2）対
話を含んだ集団による基礎内容の学習にっい
て，3）授業内容についての順に構成されて
いる．アンケート中では，1）にっいては（1）
～（10），2）にっいては（11）～（15），3）に
っいては，（16）～（20）の設問が該当する．
　アンケートの結果をまとめる際に，この三
項目について区分し，それぞれ結果をまとめ，
学生の実態を把握することとした．
D記録の工夫・テキスト作成について
　アンケート結果を表5に示す．この結果か
ら得られた学生たちのテキスト作成にっいて
の評価は，6名中4名が良かったとし，まあ
良かった，あまり良くなかったと回答した学
生はそれぞれ1名だった．
　良かった理由として，作業工程を確認する
ことが容易であること，また，記録すること
を通してより深く作業内容を理解することが
できたということがあげられていた．一方，
良くなかった，とした学生は「サイズが大き
く使いにくい」とその理由をあげていたが，
全体としては，自らの記録によるテキスト作
成にっいて，自作して良かった，書くことで
理解にっながった，分かりやすかったと受け
止められたようであった、
　記録する内容量については，「少し多かっ
た」「普通」と学生たちの回答は二分したが，
教員が心配したほどその量にっいては問題と
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表5　織授業に関するアンケート結果集計
　一記録の工夫・テキストの作成について一
（単位名）
（1）織工房1の授業内で説明された内容をA4画用紙に記録し，1冊の自作テキストを作成したことにっいて
良かった（4） まあ良かった（1） あまり良くなかった（1） 」良くなかった（0）
（2）（1）で1　「良かった」，2：「まあ良かった」を選んだ理由
・後で見やすかった
・説明されただけでは分からないこともあるのでやはり自分で書いた方が分かるし，良かったと思う
・聞くだけだとすぐに忘れてしまうから
・作業工程が分からなかった時に見返すことができるから
・分からない時ぱっとみれば分かる．まとまっているので便利
（3）（1）で3：「あまり良くなかった」，4　「良くなかった」を選んだ理由
・大きくて使いにくかった．ノートでもいいと思う
（4）自作テキストにまとめた内容の量にっいて
多かった（0） 少し多かった（3） 普通（3） 少なかった（0）
（5）まとめた自作テキストは見やすかったか
見やすかった（5）　まあ見やすかった（1）　あまり見やすくなかった（0）　見やすくなかった（0）
㈲　A4画用紙を記録用紙に指定したことについて
記録しやすかった（2）
サイズが丁度良かった（0）
用紙が薄い方が良かった（0）
記録しにくかった（1）
サイズが大きかった（3）
紙が厚くて良かった（2）
サイズが小さかった（0）
まとめるのにかさばった（2）
（7）（6）で1　「記録しやすかった」を選んだ理由
・紙がしっかりしていたのでいろいろ書き込むことができた
・図を描いたりするのにある程度のスペースを取ることができた
・文字を大きく書くことができた
・大きく見やすく書いた方がぱっと見て頭に入いりやすい
（8）㈲で2：「記録しにくかった」を選んだ理由
・大きくてスペースが余ってしまった
（9）織工房llの授業で織工房1にまとめた自作テキストを活用することができたか
活用した（1） まあ活用した（3） あまり活用しなかった（2） 全く活用しなかった（0）
（10）（9）で3　「あまり活用しなかった」，「全く活用しなかった」を選んだ理由
・だいたい覚えていた
・すぐ見られるところにおいてなかったから
なっていなかったようである．
　自作テキストの見やすさについては，殆ど
の学生が「見やすかった」と回答している．
図や配布資料などの視覚素材が多用され，記
録内容の指示はあったが，画面構成について
は学生自身の裁量に任されていたので，個々
に分かりやすくまとめることができたようで
あった．
　また，記録用紙のサイズと紙質については，
記録しやすかった，紙が厚くて良かったとそ
れぞれ2名が回答しており，安定感とゆとり
をもって文字や図を書き込むことができたよ
うである．しかし，その一方で，1名が記録
しにくかったと回答し，その理由として，ス
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ペースが余ったことがあげられていた．また
これと同様な回答として，サイズについては
3名が大きかったとし，2名がまとめるのに
かさばったと回答している．
　これらの結果を受け，当初学生たちが普段
から使用していると推測し，用意したA4サ
イズの用紙であったが，やはりB5サイズの
ノートやルーズリーフの使用が一般的である
ためか，A4サイズでは大きさに抵抗があり，
扱いにくさを覚えたようである．
　また紙の厚さにっいては，枚数の増加によ
り生じる厚みによって「かさばる」と感じた
面もあったようである．用紙のサイズと紙質
にっいては記録のしやすさと後のテキストと
しての使用感を考慮したものであったが，す
べての条件を満たすためには，まだ検討の余
地があることが明らかになった．
　後期織工房Hの授業内での自作テキストの
活用にっいては，1名が活用した，3名がま
あ活用した，と回答している．残る2名はあ
まり活用しなかった，と回答し，その理由と
して，だいたい覚えていた，手元においてな
かったと，それぞれ異なった回答をした．こ
の結果から，全体的にテキストの使用が行わ
れていたことが窺われ，中には記録と作業の
繰り返しを経て，制作工程全体を把握し，特
にテキストを必要とせず，一連の作業を進め
ることができたとした頼もしい側面も垣間み
ることができ，嬉しい結果となった．
2）対話を含んだ集団による基礎内容の学習
　について
　表6にあるように，個人面接にっいては全
員が程度の差はあるがその意義を感じたと回
答している．この回答理由としてあげられた
ものの中には，自分自身の気持や意識を客観
的に見っめ直す機会として意義を感じたとし
たものが多く，学生の多くがこの個人面接は
良い機会であったとしている．
　また，個人面接では，自分の考えを言葉で
表現する必要があるのだが，それが曖昧なも
ので終始する場合，その対象について自分の
思慮が足りないことが焦りと共に明らかとな
り，その場で自分の考えを整理する学生の姿
も見られた．
　このような学生たちの姿および得られた回
答から推察すると，個人面接の導入は学生た
ちにとって予想以上に教育的刺激となったと
思われる．
　教員との関わりにっいて学生たちから得た
回答は概ね良好なものであり，学生一人一人
に対して教員が十分な時間をもって接し，学
生の考えや，直面している問題について支援
することができたのではないかと考えられた．
　また，学生間の関わりについて，協力して
学習することができたという複数の回答を得
た．この学習体勢が構築されたことにより全
体の意識が向上し，各自の行動が学習の場を
盛り上げていたようである．
　しかし一方で以前から問題になっていた，
「分からなければ教員にすぐ聞く」といった
行動をとってしまったと反省する回答も見ら
れた．また，私語に歯止めがきかなくなって
しまうような馴れ合いの状況も見られ，少人
数故の問題が起こっていた．このように，少
人数による授業では，その長所を生かした上
で，よりメリハリのある学習環境の整備を今
後も検討していく必要があると考えた．
3）授業内容について
　表7にアンケート結果を示す．
　本年度織りの原理の学習にあたり，小さな
織物の制作を導入した．その内容，方法によ
る理解については表7にあるように，6名中
4名が良く理解できたとし，2人がまあ理解
できたと回答している．また，その制作体験
がその後の高機を用いた制作の助けとなり得
たのか，という設問に対し，3名が助けになっ
たとし，残り3名がまあ助けになったと回答
した、このような結果から，本年度の小さな
織物体験が織物の基礎理解に有効な方法であっ
たことが分かった．
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　表6　織授業に関するアンケート結果集計
一対話を含んだ集団による基礎内容の学習にっいて一
（単位　名）
ω　授業内で制作に関する個人面接を行ったことにっいて
意義を感じた（5）
意義があまり感じられなかった（0）
意義がまあ感じられた（1）
全く意義が感じられなかった（0）
a2）（1）で3　「意義があまり感じられなかった」，4：「全く意義が感じられなかった」を選んだ理由
・回答者なし
q3）個人面接をした感想
・自分がこれから何をしたいのかはっきりした
・個人面接をすることで，授業を見っめ直すことができ，良い機会だと思った
・話すことで自分の気持が少しまとめられた
・二人の先生と話しをして，緊張しっっも将来の話や織りにっいて話ができてよかった
・ちゃんと考えていないというあせりがだんだん出てきた
⑭　授業中，友達や教員との関わりで良かったと思われる点
・自分のペースで進められたり，近くにいる人に聞いたりできるので良い
・二人でやらなければ大変な作業など，協力してできて良かった
・人数が少ないということもあるが，皆と和気あいあい授業を受けることができた
・人数が少ないので先生がしっかり教えてくれて良かった
・分かりやすくて良かった
・分からないところを教えてもらい，困ったところでのアドバイスをもらえて良かった
・分からないことを教えてもらったし，楽しくできた
⑮授業中，友達や教員との関わりで悪かったと思われる点
・分からないことをすぐに聞く
・すぐに話しをしてしまい作業が中断してしまった
・しゃべりすぎてしまった
・あまり理解できていないままでも，まあいいや，となってしまう時があった
・分からないことを聞きたいと思ったとき，テキストを見て自分でやればよかった（先生が手を離せない時）
　また，（18）～（19）の設問では，本年度授
業全体にっいてそれぞれの感想を記述形式で
回答してもらったが，全体的に良かったとす
る内容の回答が多く見られた．学生たちは，
この一年間の授業を通し，織りの多様さを垣
間見ることができ，基礎から理解することが
できたようである．また，自作テキストの作
成にっいても良かったとする回答が見られた．
このような回答結果を受け，本年度具体的な
改善を行ったことが，学生の「知る」「理解す
る」「そこから得る楽しさや手応えを味わう」
ことにっながっていたのではないかと考えら
れ，教員はこの結果に，安堵と，手応えを感
じることができた．
　なお，2名の学生が制作の計画にっいて触
れており，その内容には制作活動を授業時間
内のものとしてのみとらえることなく，日常
に根づいた活動に発展させていくことができ
る授業展開のあり方が必要であることが示唆
されていると感じた．このことにっいては，
今後の授業展開の方向性を探る手がかりとし，
検討事項としたい．
2．織りの作業工程に関するアンケート
1）マフラー制作における作業の進め方
　表8にあるように，13工程のうち，7工程
にっいて半数以上の学生がAを選択し，自主
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表7　織授業に関するアンケート結果集計
　　　　　一授業内容にっいて一
（単位　名）
06）本年度授業の最初に織りの基本構造を理解するために，実際に糸を使って小さな織物を制作したが，
　　その理解について
よく理解できた（4）
全く理解できなかった（0）
まあ理解できた（2） あまり理解できなかった（0）
⑰　実際に機を使った織物を制作した際に㈹の制作体験は助けになったのか
助けになった（3）
全く助けにならなかった（0）
まあ助けになった（3） あまり助けにならなかった（0）
（18）本年度授業にっいて，年間を通して良かったと思われる点
・今までにしたことのない織物をすることができ，とてもいい経験になった
・自分でテキストを作ったことで，ただ聞くよりも分かりやすくて良かった
・基礎から理解でき，織りを楽しく感じた
・知らないことばかりだった．織りは自分が思っていたのと違って，色んな織りがあることが分かって
良かった
・マフラーを違うデザインで2本も作ることができて良かった．織り方についても，たくさん知ること
ができ，勉強になった
・作業がどんどん分かってきたので，聞かなくても自分で進んでできるようになった
（19｝本年度授業について，年間を通して悪かった，改善した方が良いと思われる点
・何を作るのかもっと具体的な内容を前々から計画すれば，他にももっと色々なものを作ることができ
るかもしれない
⑳　その他，気づいたこと，感想など
・最初に小さな織物を制作したことで，だいたいのでき上がりのイメージをっかむことができ，分かり
やすかった
・学外実習にいったことで，より作業がスムーズにできるようになり，良い経験ができたと思う
・最初は難しそうだなあと思っていたので，作業がなかなか進まなくて不安だった．しかし，自分がイ
メージしたものが形になると自信がっいて，楽しくなった
・全体的に皆で協力して，楽しく，自分のやりたい織りやデザインができたので良かった
・制作について計画性がない．計画してもその計画したことが生かされていなかった
・やり始めるととても楽しかった．最初はやり始めるまでの過程が嫌だったが，分かってくればそれも
楽しくなり，良かった
的に作業内容を理解し，作業を進めたと回答
した、B1，　B　2，　B　3が選択された工程に
っいて，染色，糸繰り，綜続通しの3工程で
はB2の選択者数がB　1の選択者数を上回り，
糸量計算，前付けの2工程ではB1，B2は
同数，その他の8工程ではB1の選択者数が
B2の選択者数を上回っていた．工程全体を
通して，B3の選択は，糸繰りのみであった．
これらの作業を進める上で援助を必要とした
工程についての回答状況を見ると，本年度は
複数回答がなされていないことが分かる．こ
の状況については，アンケート用紙配布時に
複数回答ついて詳しく説明しなかったため，
B1，　B　2，　B　3の選択は学生たちの個々の
判断により行われたものと捉える必要がある
と考えた．このような事情から，この回答結
果については，複数の手段を用いなかった，
または，複数の手段を用いたが主に用いた手
段を一っだけ選択した，というどちらの状況
も推測できる結果になってしまった．そこで，
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表8　マフラー制作における作業の進め方
　　　　　　　　　　　　　（単位　名）
制作工程 A　　Bl　　B2　　B3
1　デザイン　　　　1
2　糸量計算　　　0
3　糸の準備　　　3
4　染　　色　　　0
5　糸繰り　　　3
6　整　　経　　　3
7　仮箴通し　　　2
8　経巻き　　　1
9　綜統通し　　　3
10箴通し　　　2
11前付け　　　4
12タイアップ　　3
13織り出し　　　4
5
3
2
1
0
2
3
4
0
4
1
3
2
0
3
1
5
2
1
1
1
3
0
1
0
0
0
0
0
0
1
0
0
0
0
0
0
0
0
注）
A：自主的に作業内容を理解し，作業を進めた．
B1：教員に個人的に質問するなど指導を受けな
　　がら作業を進めた．
B2：友達に教えてもらうまたは相談しながら作
　　業を進めた．
B3：ノート・配布資料を見返して1人で作業を
　　進あた．
本年度のアンケート調査にっいては，このよ
うな状況が混在している可能性があることを
原則として，結果を考察することにした．
　これにもとづき考察を進めると，A1の作
業工程を理解し，作業を進める上で援助を特
に必要としない「身についているレベル」に
達していると回答された工程は，前年度と比
較すると増加していることが分かった．っま
ずきの状況から回避する場合，教員に援助を
求める傾向があり，つまずきを乗り越えるた
めに資料や自作テキストを見返すことが主な
手段とされなかったことが窺えた．この結果
に加え，先の織り授業に関するアンケートの
テキスト活用について得た回答結果を考慮し
た場合，テキストが補助的に活用された，活
用したがテキストの復習だけではっまずきを
乗り越えることができなかった状況が考えら
れる．実際に授業の中では，自作テキストを
参考にする学生の姿を見ることがあった．援
助先として教員，あるいは友達を求めた状況
については，両者の援助を受けることによっ
てっまずきを乗り越えることができたが，ア
ンケートではそのうち主要な援助先が選択さ
れた，あるいは，どちらか一方の援助を受け
ることでっまずきを乗り越えることができた，
とどちらの状況も考えられる．これらの傾向
と織り授業に関するアンケートの回答に見ら
れたような教員や学生の関わりが密接であっ
た学習環境を合わせて考えると，っまずきの
場面ではその問題の内容や状況により，適切
と思われる援助先を求め，っまずきを乗り越
えることができたのではないかと考える．
2）つまずきを覚えた作業内容について
　アンケート結果を表9に示す．ここでは，
結果とともに授業の様子も加え，っまずきの
実態および援助の状況についてさらに考えて
みたい．
①デザイン・糸量計算
　デザインの作業工程は，前述の作業の進め
方に関するアンケート結果によると，最も教
員の援助が必要とされた作業工程であった．
っまずきの内容としてサイズ，パターン，配
色，織組織があげられた．本年度学生たちは
前期授業と学外実習を通し，平織り，綾織り，
斜子織りを経験している．これらの経験を経
て学生たちは綜統通しの方法が同じ場合でも，
タイアップと踏み順を変化させることで，様々
な織り地を織ることができることが分かり，
そのことに興味を持ち始めているようだった．
このような状況を受け，本年度は資料や織り
サンプル，マフラーなどの参考作品を常に教
室の一角に置き，自由に見ることができるよ
うにしていた．
　学生たちには，これまでと違った織り方を
してみたいという思いがあり，資料に載って
いるような織り方をするにはどうしたら良い
のか，といった積極的な質問を受けた．何か
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表9　っまずきを覚えた作業内容
1．デザイン　　作業内容 選択者（名）　糸をぬるま湯にっける 0
ラフスケッチ 0 温度計・タンクなどの準備 0
でき上がりサイズ 2 湯・染料・助剤の計量 3
チェックパターンの展開 3 染料・助剤の投入 0
配　　色 2 温度調整・糸の投入 1
リピートの扱い 0 染色中の糸繰り 1
イメージの設定（キーワード，テーマ） 0 温度の維持管理 1
織組織 3 自然冷却 0
資料収集 0 すすぎ洗い 0
2．糸量計算　　作業内容 選択者（名）　脱水・乾燥 0
でき上がりサイズの確認 3 糸をさばいて整える 1
織り縮みを含んだ計算 2 5．糸繰り　　作業内容 選択者（名）
箴通し幅の確認 0 糸（紹）をさばく 0
織長の確認 0 糸を紹かけにかける 0
経密度 2 ひびろを切り糸口を取り出す 2
使用箴 0 糸を木枠に巻き取る 0
整経本数の計算 3
整経長の計算 3
整経しやすいように色ごとに二っの木
枠に分けて巻き取る
0
糸　　長 0 6．整経　　作業内容 選択者（名）
糸の長さを糸の重さに直す 3 整経台の準備 0
緯密度 2 整経長及び整経本数の確認 3
3．糸の準備　　作業内容 選択者（名） 整経長と同じ長さの別糸を準備し整経
川頁路を確認
1
糸（認）をさばく 1
糸を認かけにかける 0 整経の開始（糸を結ぶ）
0
ひびろを切り糸口を取り出す 1 綾をとり整経を進める
2
糸を木枠に巻き取る 0 本数を確認
0
必要な糸の重さを確認 2 整経の終了（糸を結び，切る）
0
総上げ機で紹にする 0 綾を確保
2
ひびろを作る 1 整経した糸のずれを防ぐために数カ所
を別糸で括る
0
4．染色（精練）作業内容
必要な助剤の計算
選択者（名）
　　　　　　適当な本数ごとに糸を切り結ぶ4 0
湯の量の計算 3
鎖編みにして整経台から糸を下ろす 0
温度計・タンクの準備 0
7．仮箴通し　　作業内容 選択者（名）
精練剤の計量 5
綾に綾棒を通し両端の紐を結ぶ 1
精練・温度調整 0
道具の準備 0
すすぎ洗い 1 箴中央部から箴通し幅の半分を測りそこから箴通しを始める
0
脱水・乾燥 0
4．染色　　作業内容 選択者（名）
1羽に2本を引き込み隣の目は開ける
（繰り返し）
4
染料・助剤の計算 4
湯の量の計算 1
適当な本数をまとめて結び箴から抜け
落ちないようにする
0
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8．経巻き　　作業内容 選択者（名）　同じ本数を両端に結ぶ 0
箴を機のかまちにはめる 0 残り部分を左右均等に結ぶ 0
機の中央と箴の中央を合わせる 0
糸端を適当な本数ごとに千切に結びっ
ける
2
テンションを確かあもう一度結ぶ
（真結び）
2
テンションが均一でない場合は結び直す 1
綾返し 1 12．タイアップ　　作業内容 選択者（名）
機草の準備 0 タイアップ図の確認 3
テンションの確認 2 綜続枠を招木を通して踏み木と接続 0
機草を挿入しながら経糸を巻き取る 0
経巻き終了後機草を紐などで結わえ経
糸が緩まないようにしておく
1
綜銑がタイアップ図を同じように上が
るか確認
2
13．織り出し　　作業内容 選択者（名）
箴から糸を適当な本数ごとに抜き結ん
でおく
0 管巻用の紙または管を準備 0
9．綜銑通し　　作業内容 選択者（名）
管巻機に紙または管をセット 0
中央から綾の1順番通りに経糸を1本ず
つ綜統に通していく
1
始めに管の両端が高くなるように糸を
巻き，次に中央を埋めるように巻く
0
通し終わった後通し順を確かめ結んで
おく
捨て織り用の太めの糸を巻く 0
1 シャトル（非予）の準備 0
10．箴通し　　作業内容 選択者（名） 糸が下から出てくるようにシャトル
（仔）にセット
0
箴中央部から箴通し幅の半分を測りそ
こから箴通しを始める
1 踏み木を踏んで綜続を上げ（開口）捨
て織り用の緯糸を入れる
0
耳部分の筏目には1羽に2本を引き込む　　4
耳以外の筏目には1羽に1本を引き込む 0 かまちを下ろす 0
適当な本数をまとめて結び箴から抜け
落ちないようにする
0
踏み木を踏みかえ反対側から緯糸を入
れる
1
11．前っけ　　作業内容 選択者（名）　3～4cm程捨て織りをする 1
箴幅の2～3c皿にあたる経糸を織り出
し棒の中央に結ぶ
1 綜続通しや箴通しに間違いがないか織
り地を見て確かめ，間違いがあれば直す
2
新しいことに挑戦してみたい，他の人とは違
う何かをしてみたいといった前向きな姿勢が
個人的な質問として発せられた．そこでそれ
ぞれの配色やパターンに合わせ助言し，実際
に試し織りを促すなど指導にあたった．デザ
インにおいて援助した内容は個人の表現に関
わるものが多かった．
　糸量計算については本年度，簡略化によっ
て理解しやすいものとなったと考えられたが，
このアンケート結果から用語についてまだ十
分な理解に至っていない，また，経糸の密度
と経糸本数の関係といった基本的な項目にっ
いても理解ができていない学生がいることが
分かった．イメージを形にしていく際に必要
となる数字への換算は，計算に対する苦手意
識とともに，学生たちにとって抵抗感のある
作業工程であると思われるが，織りの原理を
用語と結び付け理解することができれば，乗
り越えることができる内容である．今後も糸
量計算に関する補足資料の用語に関する表記
をより理解しやすいものに改善することによっ
て，分からないことはすぐに聞くといった方
法に頼ることなく，学生たち自らもう一度学
び直す姿勢を喚起したい．
②糸の準備・染色
　糸の準備に関わるっまずきの内容として，
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糸をさばくこと，糸口の取り出し，重さの確
認，ひびろを作る作業があげられた．この作
業工程は糸を扱う初めの工程であり，素材に
慣れていないことからくる緊張や不安から，
自分が行っている作業が間違っていないか，
これで合っているのか，といった確認を必要
とした．
　染色は，殆どの学生が友達の援助を受け，
作業を進めたとした工程である．っまずきの
内容は主に助剤や染料，湯の計算，計量であっ
た．授業では学生たちが互いに確認しながら
作業を進めている様子が見受けられた．小数
点を含んだ計算やさまざまな薬品の扱い，ガ
スの点火や調節といった作業に抵抗を感じな
がらも，友達と一緒に作業することで，それ
が和らいでいるようだった．
③糸繰り・整経
　糸繰りは先の糸の準備工程と殆ど同じ作業
内容であり，っまずきの項目は減少している．
ただしここでは，染色により糸が絡まり糸口
が取り出しにくくなっている紹もあり，その
ような状態で糸繰りをする際には教員の援助
が必要とされた．
　整経については，本年度っまずきの状況が
大きく改善された工程であった．前年度はこ
の作業工程全体にっまずきが見られたが，本
年度っまずきの内容としてあげられたものは，
整経長及び整経本数の確認，順路の確認，綾
をとり整経を進めること，綾の確保の項目で
あった．作業内容を理解している学生が自主
的に作業を進める様子を見て，学習内容を反
鍔することも可能であったためか，学生それ
ぞれが各自のペースで作業を進めることがで
きたようだった．
④仮箴通し・経巻き・綜続通し・箴通し
　経糸を機にセットする仮箴通しから箴通し
までの工程では，仮箴通し，経巻き，箴通し
について教員の援助が必要とされた．っまず
きの内容は主に仮箴通しと箴通しの引き込み
本数に関するものであった．仮箴通しにっい
ては箴通しと混同して理解している，耳部分
の引き込み本数を忘れているなど，ところど
ころ理解が抜け落ちていても，そのことに気
が付かないまま作業を進める状況が見られた．
　経巻きにっいては，実際に経糸を巻き取る
前段階として行う作業でっまずき，援助を必
要としていた．経巻きは，二人以上で作業を
行う必要があり，これまでも学生相互に援助
しながら繰り返し作業を行ってきている．作
業に慣れてはいるが，巻き取りに至る前の作
業が曖昧に進められることもあり，教員と話
しているうちに思い出した，といった場面も
あった．
　これら一連の作業工程で見受けられたっま
ずきは，テキストを活用し，確認することを
通して乗り越えることができる内容であると
考えられる．指導の際，テキストの活用を促
す場面として位置づけたい．
⑤前付け・タイアップ・織り出し
　前付け，タイアップ，織り出しにっいては
半数以上の学生が自主的に作業を進めたとし
た工程であるが，タイアップについては半数
が教員の援助が必要であったとしている．っ
まずきの内容として，タイアップ図の確認と
綜統の上げ下げの確認があげられた．これは
新たな織り方に臨む学生への指導として個々
のデザインに合わせて個人的指導が必要であっ
た故である．織り出しについては，試し織り
によって発見された綜続通しや箴の後ろでの
経糸の交差などの間違いについて，対処の方
法を個別に指導する必要があった．
4．作業しにくいと感じる制作工程
　表10にあるように，半数を上回る学生が作
業しにくい工程として糸量計算をあげている．
その他の工程にっいては，作業しにくいとし
ている学生は2名以下にとどまっている．
　昨年度，糸量計算については，ほとんどの
学生が作業しにくいと回答し，約6割の学生
が綾返しを，また約5割の学生が整経，経巻
き，綜胱通しを作業しにくい工程としてあげ
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ていた，本年度，これらの割合は全体に減少
している．先の作業の進め方に関するアンケー
ト結果では，デザイン，仮箴通し，経巻き，
箴通し，タイアップについて半数以上の学生
が教員の援助を受けたが，この結果からはこ
れらの工程にっいて，作業しにくいという抵
抗をあまり感じていない学生たちの様子が窺
える．すべての作業工程にっいて完壁に身に
ついているレベルに至っているとは言えない
までも，中には身にっいている作業もあり，
学生たちは自信をもって臨むことができてい
ると自身の学習状況を捉えているのではない
だろうかと考えられた．また，っまずきに直
面した場合でも教員や友達の援助を受けるこ
とが可能である学習環境があり，部分的に援
助を受けることができればっまずきを乗り越
えることができるといった思いもあったので
はないだろうか．
　以上，本年度のマフラー制作に関して，ア
ンケート結果と授業の様子を合わせて振り返
り，つまずきと援助の実態にっいて述べた．
最後に本年度の課題目標の実施結果と有効性，
表10　作業しにくいと感じる制作工程
　　　　　　　　　　　　（単位　名）
および今後の課題にっいてまとめてみたい．
ま　と　め
制作工程 選択者
1．
2。
3．
4．
5．
6．
7．
8．
8．
8．
9．
10．
11．
12．
13．
デザイ　ン
糸量計算
糸の準備
染　　　色
糸　繰　り
整　　　経
仮箴通し
経　巻　き（準　備）
経巻き（綾返し）
経　巻　き
綜胱通し
箴　通　し
前　付　け
タイアップ
織り出し
1
4
1
2
0
1
1
0
2
2
1
1
0
0
0
年間を通した授業展開の再構築について
1）小さな織物の制作は，経糸と緯糸の交差
　　から成る織りの原理を学ぶ方法として，
　　有効であった．制作過程にっいても実感
　　を伴って理解することができ，高機を用
　　いた織物制作の際，助けとなった．学習
　　の初期段階における実施が効果的である
　　と考える．
2）小さな織物の制作体験をふまえ，素材と
　　画材を工夫して織物のデザインを段階的
　　に進めたことにより，作りたい織物のイ
　　メージを確かなものにすることができた．
3）糸量計算の方法を簡略化し提示したこと
　　により，糸量計算の目的を分かりやすく
　　示すことができた．しかし，本年度一年
　　時終了の段階では，糸量計算に関わる様々
　　な用語について，確実な定着にまで至っ
　　ていない．用語に関する補足資料の内容
　　や表記の方法などを改善し，学生自らの
　　学びのガイドとなる，活用できる資料と
　　することが必要である．
記録の工夫とテキストの作成について
1）学生たち自らの記録によるテキスト作成
　　は，織りの制作工程や作業内容を理解す
　　るために有効な方法であった．
2）記録様式を統一し，内容を整理して提示
　　したことが記録のしやすさと見やすさに
　　っながった．文章表記に加え，図など視
　　覚素材を多く取り入れたことで，より分
　　かりやすいものとすることができた．
3）記録用紙として白画用紙を採用したこと
　　は学生たちに文字の大きさ，筆記用具の
　　種類，レイアウトなどに関してある程度
　　の裁量を残すこととなり，学生本人にとっ
　　て記録した内容をより認識しやすいもの
　　とすることができた．またそれに伴い，
　　記録に対する自発的な意識を助長するこ
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　　とができた．
4）テキスト作成は，学習内容の定着におい
　　て効果があったばかりでなく，制作の進
　　行状況に差が生まれた際，不安やっまず
　　きを軽減する働きも認められた．
5）用紙のサイズと厚さについては，記録の
　　内容量や今後のテキストとしての使用の
　　状況を加味し，今後の検討課題とする．
6）学生たちの学びの深化に伴い，より多様
　　な内容，高度な技術が求められる状況が
　　予想される．そのような要求に対し，今
　　回作成したテキストをどのように活用す
　　ることができるのか，その可能性を探り
　　たい．今後個々の制作に対する興味やテー
　　マに即した内容を付加するなど，より自
　　分に合ったテキストとして進化させ，活
　　用できるものにしていくことを期待し，
　　その方法を課題としたい．
対話を含んだ集団による基礎内容の学習
1）本年度少人数による学習環境おいては，
　　プラス面とマイナス面の両面が発生した．
　　少人数であることは教員と学生との対話
　　や学生相互の作業時における協力におい
　　て良い環境として働いた．しかしその一
　　方で，教員の過剰な援助が学生自らの力
　　による学びの機会を損ね，馴れ合に身を
　　任せることを容認する事態を招くことが
　　あった．
2）コメントシートの導入による講評会の改
　　善により，学生の感想や考えを交換する
　　ことを容易にし，講評会が活性化された．
3）1年終了時における個人面接は学生たち
　　がそれぞれの制作を振り返り，卒業制作
　　を含めて今後の方向性を意識する機会と
　　なった．学生たちにとって，自身を客観
　　的に見る機会として予想以上に意義のあ
　　るものとして受け止められた．
　筆者らは本年度複数の課題に取り組み，具
体的な改善を実施したが，前述のように学生
たちの授業態度からこの改善に確かな手応え
を感じることができた．
　このような成果を手にすることができた要
因の一っは，前年度，学生の実態の観察に始
点を置いたことにあると考える．
　本年度は年間を通し学生の学びの様子を受
け，それに呼応するような学習環境の整備を
目指したいと考えた．
　授業展開について織りの実技教育に限らず，
限られた授業時間数の中で教育目標を実現し
ていくためには，精選され，系統づけられた
カリキュラム，教師自身の工夫による自主編
成のカリキュラムが必要とされる11）ことを
念頭に置き，本年度，本コースにおいて学習
の基盤として重要であると考えたのが「経糸
と緯糸の交差から成る織りの原理」にっいて
の学習であった．そこで行った小さな織物の
制作は，織りの原理の学習に有効な方法であ
ることが，その後の改善目標にもとついた様々
な活動の展開を容易にしたことから確認でき
た．そしてこのような年間を通した複数の課
題への取り組みが互いに響き合い，相乗効果
をもたらすことにっながったのではないかと
考えている．
　今後は制作活動を日常に根づいた活動とし
てとらえる視点から，引き続きこれらの課題
に取り組み，研究を継続したい．
　学生の興味や考えの特質を受け止め，制作
において学生一人一人が自己と対峙し，成長
を感じられるような活動となるための支援の
あり方を探りたいと考えている．
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　織長＝でき上がりサイズ＋織縮み分
　織縮みは通常でき上がりの10～20％を見
　積もり計算する．素材や仕上げの方法に
　　よりこの値は変わる．
　経糸の計算：
　整経長＝織長＋織付け分
　整経本数二織幅×経密度
　経糸総長二整経本数×整経長
　緯糸の計算：
　緯糸総長＝織幅×緯密度×織長
　必要糸量＝糸総長（m）÷糸長（m）
　糸長は糸1gあたりの糸の長さ（m）
　　ここで求めた値は必要最小限の量なので，
　実際の制作では，必要糸量に10％程度予
　備分を加え準備する．
4）前年度，指導の一環として，各自の記録
　　ノートの提出と添削を行った．その際に，
　図の有無をはじめとし，作業の方法やポ
　　イントに関する表記などの記録について
　　も内容と量にかなりの個人差があること
　が分かった．
5）前年度聞き取り調査の中で得た学生の次
　のような言葉からの推察である．「色々
　　なことがありすぎて混乱してしまった」
　　「自分のノートだけでは後で見た時に分
　　からないことがあり，結局聞いた方が早
　　い」
6）統一形式による記録は，糸繰りの工程か
　　ら始められた．
7）整経終了後に行う作業，仮箴通しに使用
　　する道具の配置などは図に描き，踏み木
　　と綜統枠の接続を示すタイアップ図，綜
　　続通し図については別に資料を配布した．
8）当初，一ページに一工程ごとにまとめる
　　ことを計画していたが，「デザイン，糸
　　量計算，糸繰り，染色」の四工程にっい
　　てはこの記録方法ではまとめにくいとし，
　　自作テキスト本体内では，それら四工程
　　については項目と概要のみをあげ，一ペー
　　ジにまとめ，流れとしてとらえてある．
9）東山明：美術教育と人間形成一理念と実
　　践，創元社，東京，1986，pp．144－145．
10）前掲，女子短大生における織実技教育に
　　ついて，55－60．
11）服部鋼資：造形教育辞典，健吊社，東京，
　　1991，　pp．141－142．
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　　　　　　　　　平成15年度　織授業に関するアンケート
　昨年度、織工房1・Hの授業を通し、学生たちがよりよく学ぶためにはどうしたらいいのか検討されま
した。本年度、その時浮かび上がってきた課題として下記の4っの項目を改善目標としました。実際に皆
さんが授業を受け、感じたことをこの4っの項目を中心に、アンケートで把握したいと考えています。
　ここで得た意見は来年度の織授業のための基礎資料としますので、ご協力お願いいたします。
本年度授業改善目標
・記録の工夫にっいて　・テキストの作成について　・授業内容にっいて
・対話を含んだ集団による基礎内容の学習について
学生番号 氏名
（1）織工房の授業内で説明された内容をA4画用紙に記録し、1冊の自作テキストを作成したことにっい
　　て、あてはまる項目に○をしてください。
　　1．良かった　　　2．まあ良かった　　　3．あまり良くなかった　　　4．良くなかった
（2｝（1）で1、2を選んだ人はその理由を具体的に書いてください。
（3）（1）で3、4を選んだ人はその理由を具体的に書いてください。
（4）自作テキストにまとめた内容の量にっいて、あてはまる項目に○をしてください。
　　1．多かった　　　2．少し多かった　　　3．普通　　　4．少なかった
⑤　まとめた自作テキストは見やすかったのか、あてはまる項目に○をしてください。
　　1．見やすかった　　2．まあ見やすかった　　3．あまり見やすくなかった　　4．見やすくなかった
（6）A4画用紙を記録用紙に指定したことにっいて、あてはまるすべての項目に○をしてください。
　　1．記録しやすかった　　　　　　2．記録しにくかった　　　　3．サイズが小さかった
　　4．サイズが丁度良かった　　　　5．サイズが大きかった　　　6．まとめるのにかさばった
　　7．紙が薄いほうが良かった　　　8．紙が厚くて良かった
（7）⑥で1を選んだ人はその理由を具体的に書いてください。
⑧　⑥で2を選んだ人はその理由を具体的に書いてください。
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（9）織工房Hの授業で織工房1の授業時にまとめた自作テキストを活用することができたのか、あてはま
　　る項目に○をしてください。
　　L活用した　　2．まあ活用した　　3．あまり活用しなかった　　4．全く活用しなかった
ao）（9）で3、4を選んだ人はその理由を具体的に書いてください。
（11）授業内で制作に関する個人面接を行いましたが、あてはまる項目に○をしてください。
　　1．意義を感じた　　　　2．意義がまあ感じられた　　　　3．意義があまり感じられなかった
　　4．全く意義が感じられなかった
（12）（11）で3、4を選んだ人はその理由を具体的に書いてください。
⑬　個人面接をした感想を具体的に書いてください。
⑭　授業中、友達や教員との関わりで良かったと思われる点をあげてください。
⑮　授業中、友達や教員との関わりで悪かったと思われる点をあげてください。
（16）本年度授業の最初に織の基本構造を理解するために、実際に糸を使って小さな織物を制作しましたが、
　　その理解についてあてはまる項目に○をしてください。
　　1．よく理解できた　　　2．まあ理解できた　　　　3．あまり理解できなかった
　　4．全く理解できなかった
（17）実際に機を使った織物を制作した際に（16）の制作体験は助けになったのか、あてはまる項目に○をして
　　ください。
　　1．助けになった　　　2．まあ助けになった　　　3．あまり助けにならなかった
　　4．助けにならなかった
（18）本年度授業にっいて、年間を通して良かったと思われる点をあげてください。
⑲　本年度授業にっいて、年間を通して悪かった、改善した方が良いと思われる点をあげてください。
tlO）その他、気付いたこと、感想などを書いてください。
ご協力ありがとうございました。
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